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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，第二言語学習に影響を与える個人差要因のうち，とくに動機づけに焦点をあて，動
機づけを高めると想定される指導方法（動機づけ方略）との関連を調査した。近年の動機づけ研
究は教室での学習場面そのものを研究の対象とすることを通じて，より具体的な教育的示唆を
提示しつつある。しかし，そのような研究成果が実際の指導実践やカリキュラムの改善に十分に
活かされるためには，調査の結果を積極的に利用して，その後の教育改善に直接的に役立てる必
要がある。そこで，本研究では，学習者の動機づけと動機づけ方略に対する評価を診断的に活用
し，その後の指導実践の改善を目指した。結果として，動機づけが停滞した学習者にも改善が
見られるなど，一定の成果が得られた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Recent research investigating how the motivation to learn English can be enhanced has 
included several studies that discussed numerous motivational strategies. However, in 
order for the outcomes of these studies to be fully utilized in actual classroom settings, 
they need to be used diagnostically and applied directly to the subsequent educational 
as well as curriculum improvement. This study examined how English learners perceive 
motivational strategies, and whether instructional practice in keeping with the appraisal 
of these perceptions influences their motivation toward English learning. The results 
showed that (1) learners with different motivations appraised the effectiveness of 
motivational strategies in different ways, and (2) less motivated learners seemed to 
benefit the most from the instructional practice using motivation diagnosis as references. 
Based on the results, some educational implications and directions for future research 
are provided. 
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１．研究開始当初の背景 

第二言語学習の成功や失敗を考える上で，
学習者の個人差が果たす役割についてはこ
れまで繰り返し指摘されてきた（Dörnyei, 
2006; Ellis, 2004; Robinson, 2002）。例え
ば，Dörnyei（2006）では個人差要因の中で
もとりわけ言語適性と動機づけは第二言語
習得の成否に大きな影響を与えること，具体
的には学習達成度との間には一貫して r 
= .50 あるいはそれ以上の相関があることを
確認している。さらに，Masgoret & Gardner
（2003）ではメタ分析の手法を用いて，第二
言語の授業における成績と動機づけとの間
には r = .37 程度の相関があること，すなわ
ち，動機づけは成績変動の約 14 パーセント
を説明することを明らかにしている。これら
のことは，第二言語の学習を進める上で，動
機づけは重要な位置づけを占めており，効果
的な指導を展開する上ではとりわけ考慮す
べき要因であることを示している。 

上記のような認識を受け，近年の第二言語
学習に係る動機づけ研究はより教室場面へ
とその焦点を移しつつある（廣森, 2010）。
なかでも，どのようにすれば第二言語学習へ
の動機づけを高めることができるのか，言い
換えれば，第二言語学習者を動機づける理論
の構築といった，より実際的な問題を直接的
に扱った研究が増えつつある（Dörnyei, 
2001; Dörnyei & Csizér, 1998; Guilloteaux 
& Dörnyei, 2008; Williams & Burden, 1997）。
例えば，Dörnyei & Csizér（1998）は，語学
教師 200 名を対象とした調査から，「第二言
語学習者を動機づける 10 ヵ条」をまとめて
いる。また，Williams & Burden（1997）で
は，心理学における先行研究の調査から，教
室における第二言語学習者の動機づけを高
める要因に関して，包括的な枠組みを提案し
ている。具体的には，「課題に対する内発的
興味・価値認識」，「達成感」，「自己概念」と
いった内的要因（internal factors）に加え，
「重要な他者」，「学習環境」，「教室を越えた
コンテクスト（家族のネットワーク，地域の
教育システム）」など，外的要因（external 
factors）も取り込んだモデルを提案してい
る。 

しかしながら，それらの研究成果が実際の
指導実践に十分に活かされているかと言え
ば，必ずしもそうとは言い切れない。例えば，
いわゆる「プレ－ポスト」テストを用いた従
来の動機づけ研究では，プレ－ポストにおけ
る動機づけの発達・変化を記述したり，特定
の教育介入の効果を検証したりするものが
大半を占め，プレテストの結果を積極的に活
用して，指導実践の改善に役立てているもの
はほとんど見られない。動機づけ研究と実際
の指導実践を有機的に結び付けるためには，

研究で得られた知見をより直接的に教育改
善（具体的には，英語プログラムの改善）に
利用し，またその成果を検証していくといっ
た循環的プロセスが必要となる。 
 
２．研究の目的 
上記の背景から，本研究では学習者の動機

づけと動機づけ方略に対する評価を診断的
に活用し，その後の指導実践の改善を目指す
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
３．１ 調査協力者 
本研究に参加したのは，必修科目として英

語の授業を受講する大学 1年生 70名であっ
た。対象となった授業では，リーディング力
の育成に焦点をあてつつも，4技能を統合的
に結びつけ，向上させることを意図した指導
が行われた。協力者の英語力は，TOEIC®-IP
において平均 476.2点，標準偏差 113.1点で
あった。 
 
３．２ 調査方法 
本研究では 2種類の質問紙尺度（英語学習

に対する動機づけ尺度，英語学習に対する動
機づけ方略尺度），ならびにインタビューを
用いた調査を実施した。後者の調査は，類似
した動機づけ特性を有する学生をグループ
化し，それぞれのグループから無作為に学生
1 名ないし 2 名を抽出して行った。インタビ
ューは個別に各 30 分程度ずつ，内容は事前
に準備した質問項目（例:「英語の授業は楽
しいか？」，「普段は英語をどのように勉強し
ているか？」，「どんな時，英語を勉強するや
る気が高まるか？」，「この授業に○○を加え
れば，さらに英語力がつくのでは？」など）
を中心に実施した。 
 
３．３ 手続き 
調査対象となったのは，半期 15 回の英語

授業（中心はリーディング）であった。第 1
回の授業では，授業の概要説明を含むオリエ
ンテーションとともに動機づけに関する調
査（所要時間約 3 分）を行った。そこでの調
査結果をもとに，類似した動機づけ特性を有
する学習者グループの同定を行った。つぎに，
第 7回の授業では，それまでの学習成果の確
認と課題を整理するための中間テストを行
うとともに，2回目の動機づけ調査，ならび
に動機づけ方略に関する調査（所要時間約 15
分）を行った。さらに，第 8 回，第 9回の授
業が行われる週の授業以外の時間には，先に
同定した学習者グループから無作為に学習
者を抽出し，個別にインタビュー調査（所要
時間 1人につき約 30 分）を行った。第 8 回
以降の授業では，先述した調査，ならびにイ



ンタビュー調査で得られた結果を診断的に
活用し，学習者の動機づけに配慮した形でそ
の後の指導実践を計画・実施した（詳細は，
後述）。最後に，第 15回の授業では，半期 15
回を通じた学習成果の確認と課題を整理す
るための期末テストを行うとともに，3 回目
の動機づけ調査（所要時間約 3分）を行った。 
 
４．研究成果 

動機づけと動機づけ方略の記述統計と信
頼性係数から，本調査の協力者は英語学習に
対して一定程度の動機づけを有しており，そ
の強さは授業が進むごとに上昇する傾向に
あったことが明らかとなった（1 回目から 2
回目: t = －2.11, p < .05; 2 回目から 3回
目: t = －2.01, p < .05）。また，動機づけ
方略全般に対しては肯定的な認識を持つ一
方，動機づけ方略 1「動機づけの基礎的な環
境」についてはそのような傾向がより顕著に
見られた。このことから，対象となった学生
は，教室内には学び合いを支える雰囲気が醸
成されていると感じていたことが示唆され
た。 

つぎに，クラスター分析を用いた結果，本
研究の対象となった学生 70 名は，動機づけ
傾向の異なる 3つのクラスターに分けるのが
妥当だと判断した（各クラスター間における
動機づけの合計得点には，統計的に有意な差
が見られた（F = 38.76, p < .001））。これ
らのクラスターに属する学習者の動機づけ
の変化と動機づけ方略との関連を調べたと
ころ，学習者の動機づけ特性によって，有効
な動機づけ方略は異なる可能性が示唆され
た。 

そこでの結果，ならびにインタビュー調査
の結果を踏まえ，学期後半における授業の指
導計画の修正・変更を行った。例えば，各学
習者グループの動機づけの変動と動機づけ
方略 1（動機づけの基礎的環境）との間には
一定程度の相関（それぞれ r = .33, .44, .62）
が見られたこと，またインタビュー調査にお
いてクラスの雰囲気が授業に対する取り組
みに大きな影響を与えていることが確認で
きたことから，後半の授業では引き続き，教
室内に「楽しく，支持的な雰囲気」（Dörnyei, 
2001）が醸成されるように工夫した。また，
質問紙調査とインタビュー調査の結果から，
とりわけ第 3クラスター（動機停滞グループ）
に属する学習者にとっては，授業における明
確かつ具体的な目標設定の重要性が改めて
浮き彫りとなった（第 3クラスターの動機づ
けの変動と動機づけ方略 2（学習開始時の動
機づけ喚起）との相関は，r = .81）。そこで
各授業においては教科書の本文に加え，それ
と関連したタイムリーな記事を英字新聞か
ら入手した。その上で，両者の比較・対照を
行うなどして，「どうしてこの英文を読むの

か」，「なぜ，この英文を読む必要があるのか」
を理解できるような活動を積極的に取り入れ
た。さらに，教科書の各ユニットで提示され
ている到達目標を黒板の左端に板書し，授業
終了時まで残しておくといった工夫を通じ
て，各授業においてどういったことが求めら
れているのか，学生がよりはっきりと認識で
きるように配慮した。 
最後に，上記の指導実践は学習者ののちの

動機づけにどのような影響を与えたのか検
証した。まず，各クラスター内の変化を見て
みると，第 1 クラスター，第 2クラスターは
引き続き高い動機づけを維持していた。一方
で，動機づけの停滞が確認されていた第 3 ク
ラスターでは，2回目（平均 3.80）から 3回
目（平均 5.27）の調査にかけて，統計的に有
意な動機づけの向上が見られた（t = －4.64, 
p < .001）。したがって，質問紙調査，インタ
ビュー調査の結果を踏まえて計画・実施され
た学期後半の指導実践は，すでに高い動機づ
けを有していた学習者の動機を減退させる
ことなく，動機づけが伸び悩んでいた学習者
の動機を高めることに成功していたと考え
られる。 
さらに，各クラスター間の変化を見てみる

と，1 回目，2 回目ともにクラスター間には
統計的に有意な差が確認されたものの（それ
ぞれ，F = .38.76, 55.85; 多重比較の結果
は，第 3クラスター < 第 1 クラスター < 第
2 クラスター），3 回目の調査においては第 1
クラスターと第 3クラスターには有意な差が
見られなくなった（F = 5.62; 多重比較の結
果は，第 3クラスター，第 1 クラスター < 第
2 クラスター）。このことは，授業開始時には
明らかに動機づけが低かった学習者グルー
プ（第 3クラスター）が，授業終了時にはす
でにある程度動機づけを発達させていた学
習者グループ（第 1 クラスター）と遜色ない
変化を遂げたことを示している。以上の結果
から，動機づけ評価の診断的活用を取り入れ
た英語カリキュラムの改善は，とくに動機づ
けに停滞・減退傾向の見られた学習者にとっ
ては有効に機能した可能性があると考えら
れる。 
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